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 要  旨 
 近年、電力効率が高く小型軽量なスイッチング電源は広く用いられており、現在、数多くの機
器では個々の負荷に応じた専用の電源が用いられているが、これらの専用電源を用いることなく
広範囲な負荷や電源電圧の変動に対し応答特性が変化しない、いわゆるロバストな汎用電源が要
求されている。また、これまでは一般に電源の制御部においてアナログ制御をしていたが、機器
の高効率化、高速化、高精度化が要求されてきているため、ディジタル制御が使われ始めている。
アナログ制御からディジタル制御へ置き換えることにより、回路の簡単化、プログラムの変更に
よる仕様の変更や、高度な制御理論の実現も可能となる。 
電化製品はコンセントから電力供給され、電源部において交流波形を直流波形に変換し使用さ
れている。交流波形を直流波形に変換するにあたり、整流回路やスイッチング電源が使われるが、
これらを使用することによって高調波が発生してしまう。商用電源に高調波が含まれた波形は歪
んでしまい、これにより、力率の低下、装置の能力の低下、過電流によるコンデンサの焼損など
が起こる可能性がある。本研究ではアクティブフィルタを用いて、高調波の除去を行う。 
アクティブフィルタに用いられる電流源として、電圧形インバータが考えられる。アクティブ
フィルタとは、受動素子の他に OP アンプやトランジスタなどの能動素子を組み合わせたフィル
タである。高調波電流の発生に対して逆位相の補償電流を発生し、高調波を打ち消す。これは、
発生する高調波の波形によらずそれを補償できる汎用な電流源と言うことができる。 
 本研究では、制御対象として PWM 電力増幅器を取り上げ、これに近似的 2 自由度の制御系を
構成して外乱に対する応答特性と目標値に対する応答特性を独立に制御するディジタルコントロ
ーラを設計し、これを DSP(Digital Signal Processor)に実装してディジタル制御する。得られた
制御システムがアクティブフィルタの電流源として実用できるかどうかを検討する。今回は電圧
形インバータを電流制御し、まず立ち上がり時間を短く、またオーバーシュートを抑えたパラメ
ータ設計を行い、ステップ入力に対する応答をシミュレーション・実験により検討し、そのパラ
メータを用いて実際に整流回路から発生する高調波電流に対する応答の確認、高調波除去実験を
行う。本研究ではパラメータ設計の改善により、従来よりも急峻な波形を持つ高調波電流により
高い追従性を得られるようになり、除去できるようになった。また、このアクティブフィルタを
より実用的にする小規模化のため、外部から得ていた様々な信号を省略するためのディジタル的
な新たな手法を検討した。 
 
